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泉大津市立図書館規則 

令和３年８月３日 

教委規則第５号 

泉大津市立図書館規則（昭和５８年泉大津市教育委員会規則第３号）の全部を改

正する。 

（目的） 

第１条 この規則は、泉大津市立図書館条例（令和３年泉大津市条例第９号。以下

「条例」という。）第１３条の規定に基づき、泉大津市立図書館（以下「図書館」

という。）の管理運営に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

（開館時間） 

第２条 図書館の開館時間は、午前１０時から午後８時までとする。ただし、泉大

津市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が特に必要と認めるときは、こ

れを変更することができる。 

（休館日） 

第３条 図書館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育委員会が特に必要と

認めるときは、臨時に休館し、又は開館することができる。 

（１） 第３水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律１７８

号）に規定する休日（以下「休日」という。）に当たるときは、その日後にお

いてその日に最も近い休日でない日に振り替える。） 

（２） 年末年始（１２月２９日から翌年の１月３日まで） 

（３） 特別整理期間（毎年７日間以内） 

（入館の制限） 

第４条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する者に対し、入館を拒否し、

又は退館させることができる。 

（１） 他の利用者に迷惑を及ぼす、又は及ぼすおそれがあると認められる者 

（２） 建物、附属設備及び図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第３条第１

号に規定する図書館資料（以下「資料」という。）を損傷し、又は破損するお

それがあると認められる者 

（３） 教育委員会の指示に従わない者 

（利用場所） 
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第５条 資料は、所定の場所で利用しなければならない。ただし、教育委員会が場

所を指定したときは、この限りでない。 

（個人貸出の受けられる者） 

第６条 資料の個人貸出を受けられる者は、次の各号のいずれかに該当する者とす

る。 

（１） 日本国内に住所を有する者 

（２） その他教育委員会が必要と認める者 

（個人貸出の手続） 

第７条 資料の個人貸出を受けようとする者は、個人貸出申込書（様式第１号）を

教育委員会に提出し、図書館カード（様式第２号）の交付を受けなければならな

い。 

２ 前項の規定により、個人貸出申込書を提出するときは、前条各号に掲げるもの

であることを証明する書類等を提示しなければならない。 

３ 資料の個人貸出を受けようとする者は、図書館カードを提示しなければならな

い。 

（個人貸出冊数及び期間） 

第８条 資料の貸出冊数は、個人の必要に応じて、貸出期間内に読める範囲とする。 

２ 資料の貸出期間は、貸出の日から３週間以内とする。ただし、教育委員会が必

要と認めるときは、この限りでない。 

（団体貸出の受けられる団体） 

第９条 資料の団体貸出を受けられる団体は、次の各号のいずれかに該当する市内

の団体（原則として５人以上）とする。 

（１） 学校その他の教育機関 

（２） 読書団体、地域団体及び職域団体 

（３） 教育委員会が適当であると認めるもの 

（団体貸出の手続） 

第１０条 資料の団体貸出を受けようとする団体は、当該団体の代表者が団体貸出

申込書（様式第３号）を教育委員会に提出し、図書館カードの交付を受けなけれ

ばならない。 

２ 資料の団体貸出を受けようとする団体は、図書館カードを提示しなければなら
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ない。 

（団体貸出冊数及び期間） 

第１１条 資料の団体貸出冊数は、教育委員会が団体の活動内容を考慮して、決定

するものとする。 

２ 資料の団体貸出の期間は、貸出の日から２月以内とする。ただし、教育委員会

が必要と認めるときは、この限りでない。 

（資料の管理） 

第１２条 資料の団体貸出を受けた団体等の代表者は、その貸出を受けた資料を適

切に管理しなければならない。 

（図書館カードの有効期間） 

第１３条 図書館カードの有効期間は、個人においては交付の日から５年間、団体

においては交付の日から１年間とする。 

２ 前項の有効期間は、更新することができる。この場合において、更新後の有効

期間は、更新の日から個人においては５年間、団体においては１年間とする。 

（図書館カードの譲渡及び貸与の禁止） 

第１４条 図書館カードは、他人に譲渡若しくは貸与又は不正に使用してはならな

い。 

（図書館カードの再交付） 

第１５条 図書館カードの交付を受けた者が、次の各号のいずれかに該当するとき

は、速やかに教育委員会に届け出なければならない。 

（１） 図書館カードを紛失したとき。 

（２） 第１３条第２項の規定による図書館カードの有効期間の更新を受けよう

とするとき。 

（３） 第７条第１項の個人貸出申込書又は第１０条第１項の団体貸出申込書に

記載した事項に変更があったとき。 

（４） 図書館カードが不用になったとき。 

（貸出禁止資料） 

第１６条 貴重な資料その他教育委員会が特に指定した資料は、個人貸出及び団体

貸出を禁止する。ただし、教育委員会が必要と認めたときは、この限りではない。 

（貸出の停止） 
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第１７条 貸出しを受け、貸出期間経過後もなお返却していない資料がある者に対

しては、新たな貸出を行わないものとする。 

（会議室等の使用許可） 

第１８条 条例第４条の規定により、会議室等の使用の許可を受けようとする者は、

教育委員会が別に定めるところにより、申込みをしなければならない。 

２ 前項の申込みは、会議室１、会議室２及び会議室３については、使用日の属す

る月の１月前の初日、多目的ルームについては、使用日の属する月の６月前の初

日から受け付ける。 

（使用料の減免） 

第１９条 条例第９条の規定による使用料を減額し、又は免除することができる場

合及びその額は、次のとおりとする。 

（１） 会議室３において、学生（学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に定

める学校、専修学校及び各種学校に通学している者）が使用するとき １００

分の７５ 

（２） 前項に掲げるもののほか、市長が必要と認めるとき 全額 

（資料の寄贈） 

第２０条 教育委員会は、資料の寄贈を受けることができる。 

２ 寄贈を受けた資料は、他の資料と同様の取扱いにより、一般の利用に供するこ

とができる。 

（委任） 

第２１条 この規則に定めるもののほか、図書館の管理運営に関し必要な事項は、

教育委員会が別に定める。 

附 則 

この規則は、令和３年９月１日から施行する。 
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様式第３号 

 


